
 1 / 2 

 

資料６

令和３年度 市民意識調査（まちづくりアンケート）の実施概要 

 

１ 目的 

(1） 第３次総合計画策定に資する情報を収集すること 

(2） 「伊達市第２次総合計画（平成２７年度～令和４年度）」に掲げる施策等に対

する市民の意識を把握すること 

(3） 「第２期伊達な地域創生戦略」に掲げる数値目標の推移を確認すること 

 

２ 調査の対象① 

(1） 調査地区：伊達市全域 

(2） 調査対象者 

ア：住所要件 令和３年８月１日現在で市内に居住する者 

イ：年齢要件 令和３年８月１日現在で満 16 歳以上の者 

(3） 抽出方法：無作為抽出 

(4） 抽出数：総数 3,000 人 

※抽出人数の考え方については、参考資料「伊達市市民アンケート調査の配布数について」の

とおり。 

 

  調査の対象者② 

 伊達市内の中学２年生（461 人） 

 

３ 方 法 

アンケート調査票を対象者へ郵送し、回答後、同封の返信用封筒により回収。中学

生については、調査票を学校へ配布し記入及び回収。 

 

４ スケジュール 

時 期 内 容 

令和３年９月 15 日 調査票の発出 

９月 16 日 

～29 日 

アンケートの回答及び回収 

10 月～ 調査票の集計、分析 

12 月下旬 分析結果報告書の提出及び市 HP での公表 
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参考資料：伊達市市民アンケート調査の配布数について 

 

今回のアンケート調査は、無作為抽出による標本調査となっています。標本調査と

は、母集団から一部（標本）を抽出して調査を実施し、その結果から母集団の傾向を

推定するものです。このような手法を用いる標本調査は、悉皆調査（全数調査）と異

なり、調査結果には標本誤差が含まれます。 

標本誤差とは、標本による測定値（本調査の結果）から、その確からしい範囲（区

間推定）を明らかにします。一般的に世論調査などは、信頼度９５％（同一の調査を

１００回行えば９５回まではこの結果になるであろうという推定）のレベルを求める

のが普通であり、これに基づく標本測定値の標本誤差の近似式は、次の公式で求めら

れます。 

 

 

 

      ε＝１．９６         

 

   ε：標本誤差         ｎ：標本数（有効回答者数） 

   Ｎ：母集団数         ｐ：回答率（標本測定値） 

 

 

標本誤差とは、アンケートの精度のことで、自治体が行うこの種のアンケート調査

では、通常、±３％を目指して実施しています。 

現在の伊達市の１６歳以上の人口（母集団数・約５３，０００人）をもとに計算す

ると、標本誤差±３％を確保するために必要な標本数（有効回答者数）は、１，０４

６となります。 

郵送法で１，０４６の有効回答者数を確保するためには、 

①回収率４５％を想定した場合→２，３２４票以上の配布が必要 

          （２，３２４×０．４５＝１，０４６） 

②回収率４０％を想定した場合→２，６１５票以上の配布が必要 

          （２，６１５×０．４０＝１，０４６） 

③回収率３５％を想定した場合→２，９８９票以上の配布が必要 

          （２，９８９×０．３５＝１，０４６） 

④回収率３０％を想定した場合→３，４８７票以上の配布が必要 

          （３，４８７×０．３０＝１，０４６） 

となります。ちなみに、伊達市が近年行ったまちづくりアンケート調査の回収率は、

令和元年度が３３．６％（配布数２，０００、有効回答者数６７２）、令和２年度が３

７．２％（配布数２，０００、有効回答者数７４４人）でした。 
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